
緒方 茂樹（沖縄キリスト教短期大学非常勤講師）

一般・学生

　30　　　　名

回 日程

1
５月12日（火）
19：00～20：30

2
５月19日（火）
19：00～20：30

3
５月26日（火）
19：00～20：30

4
６月２日（火）

19：00～20：30

5
６月９日（火）

19：00～20：30

○ 備　考（受講生が準備するもの等やその他、注意事項があればご記入ください）

２ ０ ２ ０　年 度　   前　期 公 開 講 座

講座名

講師名

受講定員

講師紹介
（プロフィー

ル）

昭和61年3月　国立東京学芸大学大学院教育学専攻科修士課程　終了　修士（教育学）
平成8年3月　広島大学にて博士号取得　（学術）
平成8年7月〜平成10年9月　　国立特殊教育総合研究所情緒障害教育研究部情緒障害教育研
究室研究員　（平成10年10月〜平成11年9月　同主任研究員）
平成11年10月〜平成17年3月　琉球大学教育学部助教授（障害児生理・病理）
平成17年4月〜令和2年4月　　　同教授
平成31年4月〜　　沖縄キリスト教短期大学保育学科非常勤講師（障害児保育）

発達障害を理解する
-注意欠如・多動性障害（AD/HD）と自閉症スペクトラム障害を中心

に-

講師写真

事例を基に、注意欠如・多動性障害（AD/HD）へのよりよい対応のあり方とその手が
かりについて学びます。

国際診断基準（DSM-5)に基づいて、自閉症スペクトラム障害の障害特性について詳
細に学びます。

特に自閉スペクトラム障害の認知特性について焦点を当てながら演習形式で体験
し、その対応の手がかりについて学びます。

準備物は特にありません。一般、学生のみならず、大学職員の方の参加も歓迎いたします。

受講対象

講座内容

近年、保育や学校現場、さらに大学においても話題になっている「発達障害」について、事例研
究や演習による体験などを通して具体的に学びます。まずノーマライゼーションからインクルーシ
ブへの移行を踏まえた特別支援教育の流れについて確認します。次に特に注意欠如・多動性障
害（AD/HD）と自閉ス症ペクトラム障害を中心に、国際診断基準を基にその障害特性を理解し、
最後にそれに基づいた対応の手がかりについて考えていきます。

講　　　座　　　計　　　画

ノーマライゼーションからインクルーシブへの移行の歴史を踏まえながら、特別支援
教育への移行と発達障害全般についてその概要を学びます。

国際診断基準（DSM-5)に基づいて、注意欠如・多動性障害（AD/HD）の障害特性に
ついて詳細に学びます。


